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令和８年度スクールビジョン 【生きるを前向きに！加津佐小】 

２学期がスタート！ 

「練磨」して、「やればできる」「ありがとう」が響き合う学校創りを推進します  

 始業式の朝、体育館では、子供たちが新しい学期の始まりを期待と緊張の入り混じった雰囲気

で姿勢よく待っていました。新学期をスタートするにあたり、枠囲みの内容を話しました。 

 

 

 

 

 

 

２学期も、子供が前向きに、なりたい自分をめざす中で、失敗も成長の機会とし、努力を重ね

る過程をとおして成長していく加津佐っ子の姿を目指して職員一同、指導・支援に努めます。 

子供たちの成長には、学校の教育活動に対する保護者の皆様のご理解とご協力が不可欠です。

本日お配りした２学期の学校経営についての文書もお目通しいただき、２学期も変わらぬご理

解・ご支援をよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

希望の航路

砂青松 

【
【学校教育目標】 

“ 
かしこく つよく  

                         
さわやかに 伸びゆく子“ 

 
文責 校長 大平 啓二 

 

 「かしこく つよく さわやかに 伸びゆく子」 

★２学期のスローガン「練磨」 『やればできる』『ありがとう』が響き合う学校 
 
＊努力を続ける姿勢「練習」と、自身や学校をより良くする手段「磨き」で、前向きな姿勢を高めよう＊

○みんなが安心して挑戦できる 
○学ぶおもしろさや必要感を感じて、自分から学ぶ 
○地域まるごとを学び場に、プロフェッショナルな生き方に触れ、感じ、考える 

９月の主な行事予定 

１日 始業式 
４日 委員会活動  
７日 夏休み作品展（～９日） 
８日 授業参観・学級部会 

 ９日 読み聞かせ  
１０日 PTA 評議委員会 
１ ４日  全校朝会（普賢岳を語り継ぐ講話）  
１７日 ３年防災学習(口加高校) 
１８日 クラブ活動 
２１日 敬老の日 
２２日 国民の休日 
２３日 秋分の日 
２９日 6 年修学旅行（～３０日） 

「足りないものを数えると不便が見つかる。 
今あるものを数えれば手段が見つかる。」 

～インターハイ陸上での本県選手の活躍に思いを寄せて～ 
 

８月に行われた女子１００ｍ、１００ｍハードル優勝の

吉永選手（日大）、男子４００ｍ障害に出場、決勝進出し

た戸川選手（五島）。離島にある地元の高校から出場し

た戸川選手についての記事で見つけたのが、冒頭の２

文です。自身がおかれた環境の中で前向きに挑む高校

生アスリートの躍動する姿は感動します。私も「一生青

春 一生感動」の気持ちを持ち続けたいものです。 

 
親子除草作業 8/23（日） 

協力：口加ライオンズクラブの会員の皆様 
 
当日は、早朝７時過ぎから、多くの人に集まっていただ

き、作業に取り組んでいただきました。ありがとうござい

ました。また、今年は口加ライオンズクラブの方から除草

作業への協力の申し出があり、心強い助っ人として活躍し

ていただきました。地域貢献の姿勢に感謝と感嘆の思いで

す。参加してくださったおかげで運動場もきれいになりま

した。暑い中、本当にありがとうございました。 
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